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倉橋惣三の「育ての心」に見る保育者の研修と教養
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戦前から戦後にかけて|｣本の幼稚園教育界をリードした倉橋惣三の著作からは、多角的にそ

の遺産を学ぶことができる。ここでは、保育者の自己研修の進め方にしぼってその内容から何

を学ぶべきか小論を述べたい。

保育者（幼稚園教諭、保育士を中心）は、現代社会の諸課題を受けて現実の保育現場におい

て、多くの実践課題を抱えて日々の保育を展開している。これらの課題を検討し、実践の中で

解決していくことが問われている。

現行の幼稚園教育要領も保育所保育指針も研修のありかたについて詳細に解説し、保育者の

その力堂の向上の砿要性をのべている。（注1）今更、戦前の文献を読み、研修の課題を解くこ

と自体が時代錯誤という意見もあるかも知れない。

しかし、実践者として改めて自己研修の深化を煮つめるには、自己に忠実な問いかけが、保

育者の心に安心と透明感を与える文を読むことは、有効な自己実践への反省と考察に繋がると

考える。

ここでは倉橋惣三の『育ての心』（昭和11年(1936年）刊行）を中心におきながら、保育者

の自己研修のすすめ方について考えたい。（注2）
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